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廃食用油で走るロンドンタクシー

湯原温泉の環境への恩返し

ロンドンタクシー 「ビッグベン」の前で、「燃料はその時使つた食材の匂しヽがするかな」
と茶目つ気たつぷりに語る古林伸美さん

した 「温泉指

南役」などを

発案し、湯原

温泉の活性化

に大いに貢献

してきた。

そんなアイ

デアマンの古

林さんが 「こ

の湯原温泉の

空気をきれ

しヽに した しヽ

んです」と新たな事業につしヽて笑顔で

語つてくれた。

湯原温泉の旅館数は昭和47年 から

変わらす、訪れる観光客数も昭和4フ

年に27万 人を記録した後は、20万 人

前後を横ばしヽで推移してしヽるとしヽう。

そんな中、昨年11月、組合と(有)

エコライフ商友が提携し、「真庭EDF

(エコディーゼル燃料)事 業」を開始

した。「湯原温泉のお湯は山や川

に注しヽだ雨からいただいたもの。

温泉に頼つてしヽる町として|よ、自

然環境への恩返しとしヽう意味から

資源を有効に使い、空気をされしヽ

にすれば、お湯|よ永続的にわき出

る|よす、とこの事業に取り組んで

います。ロンドンタクシー 『ビッ

グベン』は、その事業のシンボル

なんです」と古林さん|よ話す。

プチホテルゆばらリゾート
代表取締役 古林 仲美さん

真庭EDF事 業|よ、湯原温泉地域の旅

館や各事業所、さらには一般家庭から

出る廃食用油を組合が 1210円 で購入

して、エコライフ商友が精製して旅館

の送迎用バスなどに利用するリサイク

ル事業。「組合が1275円 で販売してしヽ

ます。原油高で軽油も高騰してしヽる中、

コス ト肖」減にも一役買つてしヽるので

|よ」と得意気な表情を浮かべた。

精製方法|よ、廃食用油にアルコール

と苛性ソーダを入れ、グリセリンとメ

チルエステルに分解。そのチルエステ

ルを3度洗浄してエコディーゼル燃料

が精製される。残つたグリセリンは石

けんにall工し、無料で配るという。

現在 15件 の旅館がこのエコディー

ゼル燃料を利用してしヽる。実際燃費も

良く、ロンドンタクシー 「ビッグベン」

(2,800cc)の 場合1214～ 1 5kmとしヽ

う。その上、軽油と違つて排気もきれ

しヽで空気を汚さなしヽ。まさに 「空気を

全国露天風呂番付で 「西の横綱」の

湯原温泉。砂湯 (砂噴き湯)の 露天風

呂で知られ、かけ流し|よもとより、豊

富な湯量|よ湯布院をしのぎ、1日一人

当たり15tが使用可能なことでも横綱

の名にほ、さわししヽ。

昭和の良き時代を思わせる温泉街に

あつて、外観|よ洋風なたたすましヽだが、

その名の通り、こぢんまりと温泉街に

溶け込み、家庭的な温かさが感じられ

る 「プチホテルゆばらリゾー ト」。そ

のホテルを経営する古林伸美さんは、

湯原温泉旅館協同組合 (以後 「組合」

という)の 組合長も務める。

これまでにも古林さんは、旅館業界

でしヽち早くインターネットによる集客

に取り組んだほか、「ほつと626(露

天風呂の日)」を仕推卜けたり、平成16

年に|よ「人に優ししヽ地域の宿づくり賞」

で最優秀賞 (厚生労働大臣賞)を 受賞

温泉衝活性化の仕掛け人

自然環境への恩返し

EDFの シンボル 「ビッグベン」

ほつと626露 天風呂の日。真庭EDF事 業を街頭でPR

電D お
かやま産業j情報2006年 8月号



きれしヽにしたしヽ」と願う温泉街にマッ

チした事業だ。黒くクラシックなボデ

ィーラインのビッグベン|よフ人乗り。

見た目|よ大きく感じるが、細しヽ路地や

曲がつた道も小回りが利き、スムーズ

に走ることができる。このビッグベン

を使つて、ホテルでの環境セミナーの

後、ガイ ド付きで温泉街を案内する

「EDF体 験乗車 (有料)」も行つてしヽる。

この事業はこれだけで|よ終わらな

しヽ。真庭市の教育委員会とも協力し、

真庭EDF事 業とコラボレーションした

「まにわエコブック事業」へとつなが

つてしヽく。回収時に旅館や事業所 (ま

にわエコブック事業加盟店)が 出した

廃食用油の売却金を寄付としヽう形で、

今年4月に設立したNPO『 え～子 ・真

庭』にプールして、莫庭市の各学校に

環境教育に関する本や絵本を寄贈する

というもの。6月 2フ日(火)に 初めて

本を購入するための益金が寄贈され

た。「旅館や事業所だけでなく、地域

EcoBook事 業の流れ

EcoBook協 力店に
ステッカーを進呈

の方にも広く真庭EDF事 業を浸透させ

たしヽ。子供たちにも環境に対する考え

を深めてもらしヽたしヽ」と言う。

ここで首林さん|よ「真庭EDF事 業|よ、

湯原温泉の空気をきれしヽにしたしヽとしヽ

う気持ちから、今まで川に流したり、

料金を払つて廃棄していた廃食用油を

エコディーゼル燃料として活用してしヽ

ます。そして、まにわエコブック事業

で|よ、寄贈した本でこれからの子供た

ちが環境につしヽて関心を持つことで環

境改善につながる。実はムダを作らな

しヽ
“
ゼロエミッション

"が
目標なんで

す」とわが意を得たように述べた。

さて、これからこの事業|よどのよう

につながつてしヽくのであろうか。

'「ビッグベンを使つて、産業観光も

もできるのではなしヽでしょうか?」と

少し思案顔で答えた。「この事業では

一切の補助を受けていなしヽ。日本では

(  学 校   )

初めての試みだと思しヽます。ロンドン

タクシーや送迎バスは廃食用油から出

る量の需要と供給からしヽつても湯原温

泉近辺に限つた送迎車として使用しま

す。それを見に企業の方や、地方団体

などの方が湯原温泉へ訪れてくれると

しヽしヽですね」と古林さんは期待を込め

る。「ただ、何かが足らない。例えば

そうしヽつた事業を行つてしヽると県など

が広報してくれるとか、インターネッ

トなどを利用した観光に関する電子パ

ンフレットなどを集約したようなシス

テムを作るとか…」と行政との連携も

視野に入れて、湯原温泉への発展に力

を注ぎ続ける古林さん|よ、新たなアイ

デアを模索してしヽるようだ。

代 表 者/古 林 伸 美

所 在 地/真 庭市湯原温泉68

T  E  L/0867‐62‐2600

創  業 /昭 和25年

資 本 金/1,000万円

従業員数/5人

http://―.占et626.co.jp/

地域ぐるみの環境対応目指す

次なる取り組みに期待

ビッグベンで温泉街を案内する古林さん
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